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Ⅲ 救 急 の 概 要 

 

 

１.救急体制 

（１）救急業務実施体制 

   県内の救急体制は、昭和３８年の消防法改正により救急業務が消防の任務として法制化され

て以来、逐次整備充実されており、平成３１年４月１日現在、県内全市町村において救急業務

を実施している。 

 

各年４月１日現在

市 町 村 数 人　口（人） 人口カバー率（％）

昭和４０年 4 326,530 38.5

昭和５０年 16 786,596 73.9

平成３１年 39 1,333,957 100.0

救急業務実施市町村（義務実施）

 
 

 

（２）応援協定による救急業務 

  近隣市町村等による相互応援協定、西名阪自動車道消防相互応援協定を締結して、救急業務

を実施している。 

平成31年４月１日現在
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（３）救急隊員と装備 

  救急業務は、人命救助という重要な業務であることから、現在は、救急隊員の応急処置の内

容が明確化され、また、救急隊員に対する教育講習も義務づけられたことにより、救急業務の

内容が質的に向上している。 

平成３１年４月１日現在、救急隊員数は１,２１８名で、救急自動車数は８１台である。 
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２．救急医療体制 

（１）救急告示病院 

   救急患者を受け入れるべき救急告示の病院及び診療所数は、平成３１年４月１日現在、４１

機関である。 

平成31年4月1日現在

国 公 立 公　　的 私　　的

救 急 告 示 11 3 27 0 41 41

そ の 他 22 20 35 1,067 1,144 1,145

医　療　機　関　数

病　　　院
診 療 所 計 前年同期

 
 

（２）救急医療体制の整備 

休日・夜間における救急需要の増大に対処するため、県では、１次救急医療については、市

町村を中心に地域医師会の協力を得て実施し、２次救急医療については、市町村が病院群輪番

制により体制を確保しているほか、救急告示病院が救急患者を受け入れている。また、３次救

急医療については、県立医科大学附属病院に高度救命救急センター、奈良県総合医療センター、

近畿大学奈良病院に救命救急センターが設置され、救急業務の円滑、適正な遂行を確保するた

め、体系的な救急医療体制の確立を図っている。 

 

 

 

３．救急業務実施状況 

（１）救急出場件数と搬送人員 

平成３０年中における県内の救急業務実施状況は、出場件数７５，１５７件、搬送人員 

６９，５０４人で、前年に比べ出場件数で３,９８７件（５．６％）増加、搬送人員で 

３,７３２人（５．７％）増加した。 

また、人口１万人当たりの出場件数は５６３件で、１日平均では２０６件、約７分に１回の

割合で救急隊が出場していることとなる。 

 

救急出場件数及び搬送人員

（単位：件、人、％）

件数 構成比 件数 構成比

平成26年 65,033 6,218 9.6 40,425 62.2 475 60,356

平成27年 65,892 6,131 9.3 41,238 62.6 452 61,241

平成28年 69,462 6,138 8.8 43,081 62.0 472 64,375

平成29年 71,170 5,986 8.4 44,461 62.5 489 65,772

平成30年 75,157 5,678 7.6 47,927 63.8 563 69,504

人口1万人
当 た り
出 場 件 数

救　急　出　場　件　数

搬 送
人 員うち交通事故によるもの うち急病によるもの

 



13 

 

34,041

46,446
49,226

50,112

53,251

55,277

56,809

56,209

57,139

55,187

55,715

59,086

61,099
62,532

63,882

65,033

65,892

69,462

71,170

75,157

24,268

25,157

26,894

27,858

30,199

31,397

32,951

33,246

34,179

32,741

33,109

35,791

37,333

38,696

39,537

40,425

41,238

43,081

44,461

47,927

8,059

8,361

8,399

8,033

7,711

7,981

7,652

7,224

6,792

6,456

6,611

6,623

6,598

6,406

6,611

6,218

6,131

6,138

5,986

5,678

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

平成

11

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

(件)

(年)

救 急 出 場 件 数 の 推 移

救急出場件数

急病による出場件数

交通事故による出場件数

 
 

（２）事故種別出場件数及び搬送人員 

   平成３０年中の事故種別出場件数は、急病が６３．８％と最も多く、続いて一般負傷、交通

事故の順となっている。 

また、事故種別搬送人員も急病が６３．６％と最も多く、続いて一般負傷、交通事故の順と

なっている。 

（単位：件、人、％）

火 災
自 然
災 害

水 難
交 通
事 故

労 働
災 害

運 動
競 技

一 般
負 傷

加 害
自 損
行 為

急 病 その他 計

311 13 30 5,678 827 506 12,136 233 629 47,927 6,867 75,157

構成比 0.4 0.0 0.0 7.6 1.1 0.7 16.1 0.3 0.8 63.8 9.1 100.0

59 9 10 5,531 782 510 11,409 183 449 44,231 6,331 69,504

構成比 0.1 0.0 0.0 8.0 1.1 0.7 16.4 0.3 0.6 63.6 9.1 100.0

出場件数

搬送人員

事故種別救急出場件数及び搬送人員（平成30年中）

 

 

（３）年齢別・傷病程度別搬送人員 

   平成３０年中の年齢別搬送人員は、老人が４２，３５９人（６０．９％）で最も多く、次い

で成人２０，６４０人（２９．７％）となっており、新生児は１３２人（０．２％）となって

いる。 

一方、搬送人員を傷病程度別にみると、死亡６９２人（１．０％）、重症４，９４４人（７．

１％）、中等症３０，０１３人（４３．２％）、軽症３３，８１８人（４８．７％）、その他３７

人（０．１％）となっている。 
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（単位：人）

火災
交通
事故

一般
負傷

急病 その他 死亡 重症 中等症 軽症 その他

乳幼児等 3,626 2 168 1,024 2,202 230 3 43 734 2,844 2

少　年 2,879 0 505 429 1,453 492 5 64 618 2,192 0

成　人 20,640 25 3,249 1,937 12,545 2,884 81 1,041 6,904 12,604 10

老　人 42,359 32 1,609 8,019 28,031 4,668 603 3,796 21,757 16,178 25

合  計 69,504 59 5,531 11,409 44,231 8,274 692 4,944 30,013 33,818 37

年齢区分別、事故種別及び傷病程度別搬送人員（平成30年中）

合計
事 故 種 別 傷 病 程 度 別

 （注）乳幼児等=満7歳未満、少年=満7歳以上18歳未満、成人=満18歳以上65歳未満、老人=満65歳以上。

 

（４）医療機関別搬送人員 

   平成３０年中の搬送人員のうち救急告示医療機関へ搬送された救急患者は６７，０９０人 

（９６．５％）で、救急告示以外の医療機関へ搬送された者は、２，４１０人（３．５％）と

なっている。 

また、医療機関への搬送時間は、３０分以上６０分未満が４６，６９４人（６７．２％）で

最も多く、30 分までに搬送された者は、全体の２２．８％（前年は２１．５％）となっている。 

 

（単位：人、％）

人 数 構 成 比 人 数 構 成 比 人 数 構 成 比

平成26年 60,356 55,660 92.2 4,651 7.7 45 0.1

平成27年 61,241 57,294 93.6 3,922 6.4 25 0.0

平成28年 64,375 61,043 94.8 3,326 5.2 6 0.0

平成29年 65,772 62,993 95.8 2,775 4.2 4 0.0

平成30年 69,504 67,090 96.5 2,410 3.5 4 0.0

救 急 告 示 以 外救 急 告 示

接 骨 院 等
・ そ の 他

医 療 機 関

合 計

医　療　機　関　別　搬　送　人　員

 

 

（単位：人、％）

合　計 10分未満 10～19分 20～29分 30～59分 60～119分 120分以上

60,356 11 1,377 11,416 37,994 8,867 691

61,241 9 1,201 11,207 39,177 8,929 718

64,375 6 1,021 11,863 42,862 8,093 530

65,772 8 1,106 13,015 44,118 7,112 413

69,504 4 1,301 14,560 46,694 6,602 343

構成比 100.0 0.0 1.9 20.9 67.2 9.5 0.5

平成29年

平成30年

平成26年

平成27年

平成28年

収　容　所　要　時　間　別　搬　送　人　員

 

 

（５）転送の回数と理由 

   平成３０年中に医療機関へ搬送した患者のうち、転送を余儀なくされたものは２５０人、 

前年は２８３人で、そのうち２回以上されたものは、２人（前年０人）であった。 

転送の理由は、処置困難が１４３件（５７．０％）で最も多く、次いで専門外が４９件 

（１９．５％）となっている。 
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（単位：人、件）

計 １回 ２回 ３回以上 計 ベッド満床 専門外 医師不在 手術中 処置困難 その他

平成25年 483 479 4 0 487 41 136 3 0 225 82

平成26年 424 419 5 0 424 26 114 1 1 211 71

平成27年 390 386 3 1 389 24 103 1 3 200 58

平成28年 327 325 2 0 328 16 102 1 0 163 46

平成29年 283 283 0 0 282 9 54 1 0 175 43

平成30年 250 248 2 0 251 7 49 1 0 143 51

転 送 回 数 別 患 者 数 と 転 送 の 理 由 別 件 数

転送回数別患者数 転　送　の　理　由　別　件　数

 
 

（６）救急隊員の行った応急処置 

  平成３０年中の搬送人員のうち、救急隊員が何らかの応急処置を行った救急患者は６９，３

２９人（搬送人員の９９．７％）で、その内容は、血中酸素飽和度の測定が９８．８％で最も

多く、次いで心電図、酸素吸入、保温となっている。 

（単位：件、％）

構成比

止 血 1,430 1,458 1,468 1,370 1,362 0.6

固 定 3,525 3,690 3,788 3,586 3,227 1.3

人 工 呼 吸 432 440 415 376 261 0.1

心 マ ッ サ ー ジ 51 31 50 42 49 0.0

心 肺 蘇 生 1,189 1,248 1,255 1,274 1,285 0.5

酸 素 吸 入 11,736 11,828 11,639 11,991 12,005 5.0

気 道 確 保 2,424 2,539 2,288 2,321 2,120 0.9

保 温 6,743 6,512 7,287 7,590 7,217 3.0

被 覆 4,749 4,876 5,068 4,958 4,901 2.0

除 細 動 159 168 161 158 169 0.1

静 脈 路 確 保 ( 輸 液 ) 541 562 674 739 880 0.4

心 電 図 19,893 22,678 25,645 26,523 28,014 11.7

血 中 酸 素 飽 和 度 の 測 定 57,955 60,205 63,345 64,648 68,507 28.6

そ の 他 88,971 92,078 98,467 101,984 109,140 45.6

合 計 199,798 208,313 221,550 227,560 239,137 99.8

救急隊員の行った応急処置

平成29年 平成30年平成26年 平成27年 平成28年

 

 

 

（７）高速自動車国道における救急業務 

 

（単位：件、人）

実施団体 出場件数 搬送人員

天 理インター ～ 柏 原インター (上り)

香 芝インター ～ 天 理インター (下り)

西名阪自動車国道における救急業務の実施状況(平成30年中）

担当区域

奈良県広域消防組合 50 42

 
 

 

 

 


